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Acid phosphatase and P-glucuronidase activities of T and B cells were studied cytochemically in 

30 patients with pulmonary tuberculosis and 28 healthy controls.

The results were as follows:

1. The absolute number of T cells significantly decreased in the cases of F, C and B types accord

ing to Gakken classification, and in the F.A. and M.A. cases according to NTA classification as com

pared to the control subjects. However, it significantly increased in the type D and the Min. cases 

as compared to the control subjects.

2. The absolute number of B cells tended to increase in the cases of D and B types, whereas it 

tended to decrease in the type F cases as compared to the control subjects. Although the absolute 

number of B cells significantly increased in the Min. cases, it tended to decrease in the F.A. cases as 

compared to the control subjects.

3. Acid phosphatase and ƒÀ-glucuronidase activities of both T and B cells were significantly higher 

in the cases of F, B and C types, and in the F.A. and M.A. cases than in the control subjects. In the 

type D and the Min. cases, only ƒÀ-glucuronidase activity of B cells was significantly higher than in the 

control subjects.

4. The two enzyme activities of both T and B cells in the cavitary cases were slightly higher 

than in the non-cavitary cases, but the difference was not statistically significant.

5. The two enzyme activities of both T and B cells tended to be higher in the bacillary cases than
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those with negative bacilli, but the difference was not significant.

6. Acid phosphatase activity significantly correlated with ƒÀ-glucuronidase activity in both T

 and B cells.

7. Negative correlations were observed between the two enzyme activities and the absolute number

of T and B cells.

緒 言

近 年 の免 疫 学 の進 歩 に よ り リンパ 球 はT細 胞 とB細 胞

に大 別 され1),更 にそ れ ぞ れ の細 胞 のsubsetsも 存 在 す

る こ とが 知 られ て い る2)～5)。 これ らの 種 々の リンパ球 は

そ の免 疫 学 的 機 能 を 異 に す る の み な ら ず,更 に細 胞 内

lysosome酵 素 活 性 に も相 違 の あ る こ とが 示 され6)7),特

にacid phosphataseお よび β-glucuronidase活 性 は 白

血 病 や悪 性 リ ンパ腫 がT細 胞 系 かB細 胞 系 か の鑑 別 に 利

用 され て い る8)9)。

今 回 著 者 らは肺 結核 症 を対 象 に末 梢 血 リ ンパ球 のsub-

populationと そ れ ぞ れ の リン パ球 内 のacid phosphatase

お よび β-glucuronidase活 性 を 測定 し,肺 結 核 の病 勢 や

免 疫 機能 との 関連 を検 討 した の で報 告 す る。

対 象 お よび 方 法

1.　 対 象 は表1に 示 す ご と く,国 療 中 部 病 院 に 入 院 し

た肺 結 核 患 者30例 で,全 例 男 性 であ り,年 齢 は21歳 よ り

81歳 で,平 均49.5歳 で あつ た 。 病 型 は 学 研 分 類 で はB型

6例,C型17例,D型2例,F型5例 で あ り,NTA分

類 で はMin.6例,M.A.17例,F.A.7例 で あ つ た 。

また 空 洞 あ り群 は21例,な し群 は9例 で あ り,排 菌 あ り

群 は10例,な し群 は20例 で あ つ た °

対 照 に は 健 康 成 人28例 の成 績 を用 い た 。

2. Tお よびB細 胞 測 定 法

リンパ 球 の分 離 法:BOyumの 方法10)に 準 じ,ヘ パ リ

ン加 末梢 血5mlを3mlのFicoll-Conray溶 液 に 静 か

に 重 層 し,室 温 で1,550回 転30分 間 遠 心 した 後,リ ンパ球

層 を集,phosphate-buffbred saline(PBS)で3回 洗 浄

し以 下 の実 験 に 使 用 した 。

T細 胞 測 定 法:リ ンパ 球PBS浮 遊 液 をfetal calf

 serum(FCS)で1×106/mlの 濃 度 に細 胞 調 整 し,そ の

1mlに2×108/mlの 濃 度 のneuraminidase処 理 ヒツ ジ

赤 血 球(E,日 本 抗 体 研 究所)0.2mlを 加 え,軽 く振 盗

後,37℃15分 間incubateし た。 続 い て室 温 に て1,000

回 転5分 間 遠 心 し,冷 蔵 庫 内 に1時 間静 置 した 。 そ の後

管 底 の細 胞 を 静 か に 再 浮 遊 させ,血 球 計 算 盤 に1滴 を取

り,顕 微 鏡 下 に200個 の リ ンパ球 を観 察 し,4個 以 上 の

Eとrosetteを 形 成 して い る リ ンパ球 をT細 胞 と同定 し,

百 分 率 で表 した11)。

B細 胞測定法:1×106/mlの 濃度に調整 した リンパ球

PBS浮 遊液1mlに1×108/mlの 濃度 の抗体 ・補体結

合 ウシ赤血球(EAC,日 本抗体研究所)0.4mlを 加 え,

37℃1時 間incubate後,室 温にて1時 間静置 した。そ

の後T細 胞測定時 と同様 の操作 を 行 な い,4個 以上 の

EACとrosetteを 形成 してい る リソパ球 をB細 胞 と同

定 し,百 分率を算出 した。

Rosette観 察時におけ る リンパ球 のtrypan blue染 色

法 に よるviabilityは99%以 上であつた。

3.　 染色法

乾燥塗抹標本作製:Tお よびB細 胞 の浮遊液 を1,500

回転5分 間遠心 し,上 清を捨てた後,沈 渣部 を軽 く混和

し,1滴 をス ライ ドグラスの上 に取 り,等 量 のFCSを

Table1. Materials

n:Number of cases.
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加 え て 両者 を混 和 後,直 ちに 塗 抹 標 本 を 作 製 し乾 燥 させ

た °

Acid phosphatase染 色:江 頭 の 方 法12)に 準 じて 行 なつ

た 。 す な わ ち塗 抹 標 本 をpH4.2,0.03Mク エ ン酸 緩 衝

液 ・60%ア セ トン溶 液 中 で5～10秒 固 定 し,十 分 水 洗,

乾 燥 させ た 。次 にpH5.2,0.1M酢 酸 緩 衝 液20mlに

基 質 と してnaphthol AS-BI phosphoric acid(Sigma社)

3mg,お よび ジ ア ゾ ニ ウ ム塩 と してfast rcd violet LB

(Sigma社)6mg,お よびN.N-dimethylformamide

0.06mlを 含 む 反応 液 約2mlを 塗 抹 標 本 に載 せ,湿 潤

箱 中 で37℃2時 間 反 応 させ た 後,水 洗 乾 燥 させ た 。 最 後

にMayerの ヘ マ トキ シ リン液 で20分 間 後 染 色 を 行 な い,

温 水 で洗 浄 し,乾 燥 させ た 。

β-glucuronidase染 色:朝 長 ら の方 法13)に 準 じて 行 な

つ た。 固定 はacid phosphatase染 色 と同 様 の 操 作 で 行 な

つ た 。次 に基 質naphthol AS-BI glucuronide(Sigma

社)28mgを0.05M重 炭 酸 ナ トリウ ム溶 液1.2mlに

溶 解 した 後,pH5.0,0.2M酢 酸 緩 衝 液 を 加 え,全 量

100mlと した 基 質 保 存 液 を あ らか じめ 作 製 し て お き,

そ の5mlに 蒸 留水15mlお よびfast red violet LB

 20mgを 加 え た 反応 液 約2mlを 標 本 上 に 載 せ,湿 潤 箱

中 で37℃3時 間 反 応 させ た 。 そ の後acid phosphatase染

色 と同 様 に ヘ マ トキ シ リンで 後 染 色 を 行 な つ た 。

酵 素 活 性 の判 定:江 頭 の基 準12)に 準 じて 行 な つ た 。 す

なわち陽 性穎粒 の大 きさ と数 より0型 か ら4型 に分類 し

た。O型 は陽性穎粒を認 めないもの,1型 は小穎粒が5

個以 内,ま た は局所的 なび まん性呈色を示す もの,2型

は6か ら15個 の小穎粒,ま たは ブβック状の穎粒を認 め

るもの,3型 は16か ら30個 の小願粒,ま たは2か ら3個

のブ ロック状 の穎粒を認め るもの,4型 は3型 より多い

染色穎粒を認め るものとした。100個 のrosette形 成 リン

パ球を観察 し,陽 性度 とそれぞれの陽性度を示 す細胞数

とを乗 じた総和 で陽性指数(score)を 算出 し,酵 素 活性

を表 した。

結 果

1. T細 胞 比 率 と実 数

肺 結 核 患 者 のT細 胞 比 率 は表2に 示 す ご と く平 均59.6

±8.7%で あ り,対 照 の値 平 均60.3±5.1%と 差 を 認 め な

かつ た。 学 研 分 類 で はB型60.8±6.6%,C型56.9±8.4

%,D型66.0±5.7%,F型64.6±10.8%で あ り,い ず れ

も対 照 と有 意 差 を認 め なか つ た 。NTA分 類 で はMin.

61.5±6.6%,M.A.57。4±8。9%,F.A.63.3±9.1%で

あ り,い ず れ も対 照 と差 を 認 め な か つ た 。 空 洞 あ り群 の

T細 胞 比 率 は60.1±9。4%で あ り,な し群 は58.3±7.1%

で あ り,両 群 に 殆 ん ど差 を 認 め な か つ た 。 また 排 菌 あ り

群 で は62.1±7.1%で あ り,な し群 の58.3±9.3%と 殆 ん

ど差 を 認 め なか つ た 。

Table2. Subpopulation of Peripheral Blood Lymphocytes

The results are expressed as the mean value•}standard deviation (S.D.).

*:p<0 .05,**:p<0.001.
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Table3. Acid Phosphatase and $Glucuronidase Activities of T and B Cells

The results are expressed as the mean enzyme activity (score per 100 lymphocytes)•}S. D.

*:p<0 .05,**:p<0.01,***:p<0.001, as compared to the control values.

T細 胞 実 数 は 肺 結 核 患 者 で は 平 均1,064±509/mm3

で あ り,対 照 のT細 胞 数1,417±120/mm3に 比 し有 意 に

(p<0.001)減 少 を示 した 。学 研分 類 で はB型 で1,240±

636/mm3と 対 照 よ り減 少 す る傾 向 を示 し,C型1,018±

534/mm3,F型827±272/mm3で 対 照 と比 し有 意 に(p

〈0.001)減 少 を示 し,F型 で よ り著 明 で あつ たが,D

型 は1,630±134/mm3で あ り,対 照 と比 し有 意 に(p<

0.05)増 加 を 示 した 。NTA分 類Min.で は1,625±

464/mm3で あ り,対 照 と比 し有 意 に(p<0.05)増 加 を

示 し た が,M.A.983±431/mm3お よびF.A.837±

301/mm3で は対 照 と比 し有 意 に(P<0.001)減 少 を 示

し,F.A.で よ り著 明 で あつ た。 空 洞 あ り群 では986±

402/mm3で あ り,な し群 の1,291±625/mm3と 比 しT

細 胞 数 が 減 少 す る傾 向 を示 した 。 排 菌 あ り群 では873±

459/mm3で あ り,な し群 の1,180±482/mm3と 比 し減

少 す る傾 向 を示 した。

2. B細 胞 比 率 と実 数

肺 結 核 患 者 のB細 胞 比 率 は表2に 示 す ご と く平 均36.8

±7.0%で あ り,対 照 の28.2±8.5%と 比 し有 意 に(P<

0,001)増 加 し てい た 。B型34.5±6.7%,D型34.5±

13.4%で は対 照 よ り増 加 の 傾 向 を 示 し,C型38.0±7.3

%,F型36.6±4.7%で は対 照 と比 し有 意 に(C型p<

0.001,F型P<0.05)B細 胞 比 率 の増 加 を 認 め た 。

Min.で は34.2±10.9%で あ り,対 照は り増 加 の傾 向 を

示 し,M.A.37.6±6.4%,F.A.37.3±4.2%で は 対 照、

と比 し有 意 に(M.A.p〈0.001,F.A.p〈0.05)増 加 を 示

した 。 空 洞 あ り群 のB細 胞比 率 は36.6±4.9%で あ り,

な し群 は37.4±10.7%で あ り,両 群 に殆 ん ど差 を 認 め な

か つ た 。 また 排 菌 あ り群 は34.8±4.8%で あ り,な し群

の37.9±7.7%と 比 し有 意 差 を 認 め なか つ た 。

B細 胞実 数 は肺 結核 患 者 で は670±342/mm3で あ り,

対 照 の663±200/mm3と 比 し差 を 認 め な か つ た 。B型

で は785±302/mm3,D型 で は853±334/mm3で あ り,

と もに対 照 と比 し増加 の傾 向 を示 した が,C型 では676

±370/mm3で あ り,対 照 と差 を 認 め ず,一 方F型 で は

476±177/mm3で あ り,対 照 と比 しむ し ろB細 胞 数 は 減

少 す る傾 向 を示 した。Min.で は943±479/mm3で あ り,

対 照 と比 し有 意 に(p<0.05)増 加 を 示 した が,M.A.で

は656±274/mm3で あ り,対 照 と差 を 認 め ず,一 方F.

A.で は497±188/mm3で あ り,対 照 よ り減 少 す る傾 向

を示 した。 空 洞 あ り群 のB細 胞 数 は621±269/mm3で

あ り,な し群 の806±440/mm3と 比 し減 少 の傾 向 を示

した 。 排 菌 あ り群 で は494±283/mm3で あ り,な し群

の768±324/mm3と 比 しB細 胞 数 は有 意 に(p<0.05)

減 少 を 示 した 。

3. T細 胞 の 酵 素 活 性

肺 結 核 患 者 のT細 胞 内acid phosphataseお よび β-

glucuronidase活 性 の陽 性 指 数 は 表3に 示 す ご と くで あ
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り,そ れ ぞ れ 平 均226.3±32.4お よび231.4±31.6で あ

り,対 照 の両 酵 素 活 性183.1±32.5お よび196.4±26.2

と比 しいず れ も有 意 に(P〈0.001)高 値 を示 した 。学 研

分 類 との関 連 を検 討 す る と,T細 胞 のacid phosphatase

お よび β-glucuronidase活 性 はそ れ ぞ れB型 で は229.0

±15.0お よび241.0±27.3,C型 で は226.8±32.6お よび

233.0±30.6,D型 では161.0±12.7お よび171.0±9.9,

F型 で は247.6±18.1お よび238.4±22.9で あ り,B型

(acidphosphatase活 性 はP<0.01,β-glucuronidase活

性 はP<0.001),C型(と もにp〈0.001),F型(そ れ

ぞれp<0.001,p<0.01)に お い て対 照 と比 し有 意 に 高

値 を示 したが,D型 で は正 常 範 囲 に あつ た 。NTA分 類

で はT細 胞 の 両酵 素 活 性 はそ れ ぞ れMin.で は197.7±

42.1お よび208.3±38.1,M.A.で は229.3±28.3お

よび239.1±29.3,F.A.で は243.7±16.2お よび232.3

±25.2で あ り,M.A.(両 酵 素 活 性 と も にP<0.001),

F.A.(p<0.001,P<0.01)に お い て 対 照 と比 し有 意 に

高 値 を示 した が,Min.で は正 常 範 囲 に あ つ た 。 空 洞 あ

り群 のT細 胞 の 両酵 素 活 性 はそ れ ぞ れ229.2±22.6お よ

び232.8±25.8で あ り,空 洞 な し群 では219.6±49.6お

よび228.0±44。1で あ り,両 群 の酵 素 活 性 に 有 意差 を 認

め な か つ た 。 ま た排 菌 あ り群 で は237。0±20.5お よび

237.0±23.5で あ り,排 菌 な し群 で は221.0±36.3お よ

び228.5±35.4で あ り,両 群 に有 意 差 を認 め なか つ た 。

4. B細 胞 の酵 素 活性

肺 結 核 患 者B細 胞 内acid phosphataseお よび β-glu-

curonidase活 性 は表3に 示 す ご と くそ れ ぞ れ 平 均195.6

±34.9お よび220.5±28.2で あ り,対 照 で は153.4±

28.4お よび163.4±26.8で あ り,両 酵 素 活 性 と もに 肺

結 核 患 者 で有 意 に(P<0.001)高 値 を示 した 。 学 研 分 類

と の関 係 で は,B細 胞 のacidphosphataseお よび β-

glucuronidase活 性 はB型 で は212.0±24.8お よび234.3

±8.5,C型 で は186.1±36.1お よび212.9±28.4,D

型 では163.0±26.9お よび205.0±1.4,F型 では221.1

±23.6お よび235.6±38.9で あ り,両 酵 素 活 性 はB型

(両 酵 素 活 性 と もにP<0.001),C型(そ れ ぞ れp<0.01,

P<0.001),F型(P<0.001,p<0.01)に お い て対 照 と

比 し高 値 を 示 し,D型 で は β-glucuronidase活 性 は対 照

よ り有 意 に(p<0.05)高 値 を示 した が,acid phosphatase

活 性 は 対照 と有 意差 を 認 め な かつ た 。NTA分 類 と の関

係 では,B細 胞 の 両 酵 素 活 性 は それ ぞれMin.で は171.7

±39.5お よび197.3±22.5,M.A.で は194.1±33.2お

よび223.6±23.6,F.A.で は219.7±19.9お よ び

232.6±34.8で あ り,B細 胞 の両 酵 素 活 性 はM.A.お よ

びF.A.に お い て対 照 と比 し有 意 に(い ずれ もP<0.001)

高 値 を 示 し,Min.で は β-glucuronidase活 性 は対 照 と

比 し有 意 に(P<0.01)高 値 を示 した 。 しか しMin.の

acidphosphatase活 性 は 対照 よ り高 値 の傾 向 を示 した が,

Fig.1. Correlation between acid phosphatase activity 
and P-glucuronidase activity of T and B cells.

ACP: Acid phosphatase activity (score/100 lymphocytes)
BGL:,8-glucuronidase activity (score/100 lymphocytes)

有 意差 を 認 め な かつ た 。空 洞 あ り群 のB細 胞 の両 酵 素 活

性 は それ ぞれ199.5±32.1お よび224.1±27.0で あ り,

空 洞 な し群 で は186.4±41.5お よび212.0±30.7で あ

り,空 洞 あ り群 で 高値 の傾 向 を示 した が,両 群 に 有 意 差

は 認 め な かつ た 。 ま た排 菌 あ り群 で は201.1±35.8お よ

び232.6±22.9で あ り,な し群 の192.8±35.1お よび

214.4±29.1と 比 し高 値 の傾 向を 示 した が,有 意 差 は 認

め な かつ 。

5. Tお よびB細 胞 内 のacid phosphatase活 性 と β-

glucuronidase活 性 との 関係

図1に 示 す ご と く,肺 結 核 患 者T細 胞 内 のacid phos-

phatase活 性 と β-glucuronidase活 性 との 間 に 正 の相 関

(r=0.637,p<0.001)が 認 め られ た 。 同 様 な 相 関(r=

0.621,p<0.001)がB細 胞 の両 酵 素 活 性 の間 に も認 め

られ た 。 す なわ ちTお よびB細 胞 の両 酵 素 活 性 は 平 行 し

て 変 動 して い る こ とが 推 測 され た 。

6. Tお よびB細 胞 数 と両 酵 素 活 性 と の関 係

図2に 示 す ご と く,T細 胞 数 とT細 胞 のacidphospha-

tase活 性 お よび β-glucuronidase活 性 との 間 に そ れ ぞ れ

負 の 相 関(r=-0.507,P<0.01お よびr=-0.488,

p<0.01)を 認 め た 。 同様 にB細 胞 数 とB細 胞 の両 酵 素

活 性 の 間 に も負 の相 関(r=-0.542,P<0.01お よびr=

-0 .559,p<0.01)を 認 め た。 す なわ ちT.B細 胞 数 が

減 少 した 症 例 ほ ど両 酵 素 活 性 が 上昇 す る こ とが 推 測 され
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Fig. 2. Correlation between acid phosphatase and jS-glucuronidase activities and absolute 

number of T and B cells.

た。

考 案

肺結核 の発病 には主 に細胞性免疫異常が関与す ると思

われ るが,血 清免疫 グ ロブ リンが結核 の活動性に伴つて

上昇す る とい う報告14)から液性免疫に も異常を来 してい

る と推測 され てい る。かか る観点か ら肺 結核の免疫状態

に関す る研究は数多 く進め られ15)～18),特に志摩 ら16)は

T・B細 胞動態に関 して活動性を有 する病変 を持つた肺

結核 ではT細 胞数は減少を示 し,有 空洞 お よび排菌例 は

そ うでない症例 よ りT細 胞数は減少 し,一 方B細 胞 では

減少 の程度 も軽 くむ しろ増加 してい る場合 も認 められ る

と述べてい る。 この点についての今 回の検討 でも同様 の

結果が得 られ,病 変が活動 性で広範 なものほどT・B細

胞 の変動が強 く認め られ た。 この ような末梢血 中のT細

胞 の減少は,leprosyに おいてはBullockら19)の 実験動

物の成績 よ り,肉 芽腫形成 リンパ節 に リンパ球が集積停

滞する結果流血 中のT細 胞が減少す る と説 明され てお り,

leprosyと 類 似 した肉芽腫を形成す る結核において も同

様 に病巣へ のT細 胞 の集積に よるものと考え られ る。

結核 の免疫異常を理解す るには,リ ンパ球subpopu-

lationの 検討以外に,個 々の リンパ球の代謝 お よび機能

面か らの検索 も必要 であ ろ う。 リンパ球内のlysosome

酵素 の生物学的意義は完全には解明 され るに至つ てない

が,細 胞性免疫反応,リ ンパ 球 のactivation,blastoid

 transformationな どのメヵニズムに関与す ることを示 唆

す る報告9)20)～23)がなされ て い る。そ こで今回は肺結核

の リンパ球を代謝 面すなわちlysosome酵 素 活性か ら検

討 した ところ,肺 結核患者Tお よびB細 胞 のacid phos-

phatase活 性 と β-glucuronidase活 性 は健常対照 と比較

し明 らかに高値 を示 し,活 動性病変を有す るB・C・F

型 で著 明であ り,拡 が りの大 きいF.A.・M.A.で も顕

著 である結果が得 られ,リ ンパ球 のlysosome酵 素活性

と結核病変 とに関連を認めた ことは大変興味深い。 また

T・B細 胞数 の減少に随伴 して酵素活性の上昇が認め ら

れ,こ れ らのことは結核 の病態が重症になればなるほ ど

末梢 の リンパ球は局所に集積 され,か つ活性化され るた

め,末 梢血 リンパ球数 が減少 し,両 酵素活 性が高まる結

果にな るもの と推 測 され る。今 回行 なつ たacid phospha-

taseお よび β-glucuronidaseの 両酵素活性はmitogen

で刺激 された リンパ球で上昇 す ることが 報告29)～22)され

てお り,肺 結核のTお よびB細 胞 は生体 内で活性化 され

た状態にあ る可能 性が示 唆された。

この リンパ球のlysosome酵 素活性上昇 の詳細な機序

は不明であるが,抗 原刺激を受けた活性化 マクロファー

ジ(Mφ)の 関与が推測 され る。Mφ は結核菌 の感染に伴

い病巣 に集積 し,抗 原情報がMφ に付着 したT細 胞に伝

達 され,リ ンパ球 の感作が行 なわれ る。続いて この感作

リンパ球が対応抗原に特異的に作用 しlymphokineを 放

出し,こ れがMφ を活性化 し結核菌 の増殖を抑制す ると

いわれ てい る24)。この際Mφ 内の β-galactosidase,acid

phosphatase,β-glucuronidaseな どの酵 素活性の上昇が

認 め られ ている24)～26)。一方活性化Mφ の産 生物質が逆

に リンパ球を活性化 させ ることが知 られ てお り24),同 時

に リンパ球のIysosome酵 素活性 も上昇 させ る ことが想

像 され る。 この ことを裏 付ける ように結核結節 の組織学

的検索 よ り,結 節周辺には β-glucuronidase陽 性 の リン

パ球が多数存在する との報告27)があ り,リ ンパ球は局所
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においてactivateさ れ,lysosome酵 素活性を高め,そ

の一部の リンパ球が末梢 に循環 して くるものと思われ る。

以上の ごとく肺 結核患 者の リンパ球 はそ のsubpopu-

lationの 変動 のみ な らず,lysosome酵 素活性 に も変調

を来 していた。最近Tお よびBリ ンパ球に はい くつかの

subsetsが 発見 され てお り,ど のsubsctに 属す る細胞

の酵素活性に変動が あるかを検索す る ことは結核 の免疫

異 常を解釈 する上 で有用 と思われ,今 後更に検討 したい

と考えている。

結 語

肺結核患者30例 について リンパ球subpopulationお よ

び リンパ球 内acid phosphatase活 性 および β-glucuroni-

dase活 性を測定 し,以 下の結 果を得 た。

1. T細 胞数は学研分類B・C・F型 で対照 と比 し減

少を示 したが,D型 では対照 と比 し増加を示 した 。NTA

分類M.A.・F.A.で は対照 と比 しT細 胞数 の減少を示

したが,Min。 では対照 と比 し増 加を示 した。有空洞例

は無空洞例 と比 し,ま た排菌例は菌陰性例 と比 しT細 胞

数が減少す る傾 向を示 した。

2. B細 胞数 はB・D型 で対照 よ り増加す る傾 向を示

し,C型 では対照 と差を認めず,F型 ではむ しろ減少す

る傾 向を示 した。Min.で は対照 と比 しB細 胞数 の増加

を示 したが,M.A.で は対照 と差を認めず,F・A・ では

む しろ減少す る傾 向を示 した。有空洞例は無空洞例 と比

しB細 胞数が減少す る傾 向を示 し,排 菌例は菌陰性例 と

比 しB細 胞数 の減少 を示 した。

3. T細 胞 のacid phosphatase活 性お よび β-glu-

curonidase活 性 はB・C・F型 でいずれ も対照 と比 し高

値 を示 したが,D型 では正常範 囲内に あつた。またM.A.

・F.A.で はT細 胞の両酵素活性 は対照 と比 し高値を示

したが,Min.で は正常範 囲内にあつた。有空洞例 と無

空洞例 と比 し,ま た排菌 例 と菌陰性例 と比 しT細 胞 の両

酵素活性に有意差 を認めなかつ た。

4. B細 胞 のacid phosphatase活 性 お よび β-glucu-

ronidase活 性はB・C・F型 でいずれ も対照 と比 し高値

を示 した。D型 ではB細 胞の β-glucuronidase活 性 は対

照 と比 し高値を示 したが,acid phosphatase活 性 は正常

範 囲内にあつた。M.A.・F.A.で はB細 胞 の両酵素活

性 は対照 と比 し高 値 を 示 し,Min.で はB細 胞 の β-

glucuronidase活 性 は高値を示 したが,acid phosphatase

活性 は正常範囲 内にあつた。有 空洞例 と無空洞例 と比 し,

また排菌例 と菌陰性例 と比 しB細 胞の両酵素活性 に有意

差を認めなかつた。

5. Tお よびB細 胞 のacid phosphatase活 性 と β-

glucuronidase活 性 とは正 の相関を示 した。

6. Tお よびB細 胞数 とそれぞれの細胞の両酵素活性

とは負 の相関 を示 した。

(本論文 の要 旨は第54回 日本結核病学会総会において発

表 した。)
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